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本説明会の進め方本説明会の進め方

1.低CO2川崎ブランド事業について

2.低CO2川崎パイロットブランド’09の紹介
3.低CO2川崎パイロットブランド’10について
4.応募・審査の流れ

（製品・技術及びサービス部門、市民活動部門）

5.算定ガイドブックの概要
6.質疑応答
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1.1. 低低COCO22川崎ブランド事業について川崎ブランド事業について
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カーボン・チャレンジ川崎エコ戦略カーボン・チャレンジ川崎エコ戦略
（（CCCCかわさき）かわさき）

•• 「環境」と「経済」の好循環を推進し、持続可能な社会「環境」と「経済」の好循環を推進し、持続可能な社会
を地球規模で実現を地球規模で実現



4

低低COCO22川崎ブランドの背景（１）川崎ブランドの背景（１）

• 地球規模での温室効果ガス排出削減は喫緊の課題
• 事業所、市民一丸となった取り組みが必要

⇒CO2の直接排出分を把握し管理するだけでなく、ライ

フサイクル全体で総合的に評価した上で望ましい取り
組みを推進していくことが重要
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低低COCO22川崎ブランドの背景（２）川崎ブランドの背景（２）

• 二酸化炭素は、エネルギーの消費に伴い発生
• 事業所の活動においては、「原材料調達」、「製造」、
「流通・販売」、「使用・維持管理」、「廃棄・リサイク
ル」、それぞれの段階で、CO2を排出

• 工場からの直接排出分だけでなく、CO2削減効果は、
ライフサイクル全体で評価することが重要

• 適正な評価により、その製品・技術が促進すること
で地球規模でCO2削減が加速

⇒CO2削減川崎モデルの構築
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ライフサイクル的考え方とはライフサイクル的考え方とは

原料入手輸送 輸送素材 部品 組立 製品 使用･修理 解体 焼却 埋立

リサイクル・リユース

リサイクル

環 境（大気・水系など）
（二酸化炭素、有害物、廃棄物など）

環 境（大気・水系など）
（二酸化炭素、有害物、廃棄物など）

環 境
（資源の採掘、エネルギー・水、生物資源の利用など）

環 境
（資源の採掘、エネルギー・水、生物資源の利用など）

（出典）ＪＥＭＡＩ資料を加工・作成
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低低COCO22川崎ブランドの目的川崎ブランドの目的

• ライフサイクル全体で CO2削減に貢献する

川崎発の製品・技術・サービス・市民活動等
を評価し、広く発信することを通して地球温暖
化防止を図ります

• ライフサイクル全体での CO2削減効果の考

え方を普及させることにより、市民や企業の
環境意識・スキルの向上を図ります
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低低COCO22川崎ブランドの特徴川崎ブランドの特徴

• 原材料調達時・製品使用時のCO2排出削減や低
CO2 技術の開発等、製品・技術・サービスのライフ

サイクル全体を通した温暖化防止への貢献を対象
とします

• 製品・技術・サービスのライフサイクル全体を通した
CO2 削減量を実際に算定いただきます

• CO2 削減に貢献する市民活動も対象とします
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低低COCO22川崎ブランドの効果（１）川崎ブランドの効果（１）

① 選定された企業等について

② 市内企業について
– CO2削減への取り組みの活発化、環境技術の移転、

イノベーションの促進

認知度・信頼性
の向上

認知度・信頼性
の向上

製品競争力の向上製品競争力の向上

企業価値の向上企業価値の向上

技術や製品の
付加価値の向上

技術や製品の
付加価値の向上

間接的削減効果
の考え方の普及

間接的削減効果
の考え方の普及

設計力・開発力
の向上

設計力・開発力
の向上

製品競争力
の向上

製品競争力
の向上
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低低COCO22川崎ブランドの効果（２）川崎ブランドの効果（２）

③ 市民について

④ 川崎市について

川崎市のブランドの向上川崎市のブランドの向上

間接的削減効果
の考え方の普及

間接的削減効果
の考え方の普及

市内排出量の
削減

市内排出量の
削減

購買時の意識の向上購買時の意識の向上

市民意識の向上市民意識の向上

市内企業価値の向上市内企業価値の向上

市民活動の促進市民活動の促進



川崎市地球温暖化対策推進基本計画の川崎市地球温暖化対策推進基本計画の
削減目標の考え方削減目標の考え方

• 市域における温室効果ガス排出量の削減に取り組む
とともに、本市の特徴である優れた環境技術等を活か
し地球全体での温室効果ガス排出量の削減に貢献す
ることで、2020年度までに1990年度の市域における
温室効果ガス排出量の25％以上に相当する量の削
減を目指す。

• 各主体が削減目標に向かって、自らの温室効果ガス
排出量の削減を図るとともに、協働の取組を進めるこ
とで、温室効果ガス排出量を削減する。

• 国全体の中期目標に関する検討状況等を見極めな
がら、必要に応じて目標の改定について検討を行う。



事業活動地球温暖化対策計画書の記載方法より事業活動地球温暖化対策計画書の記載方法より

33--55--3 3 実排出量と調整後排出量実排出量と調整後排出量
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◆実排出量
事業活動に伴うエネルギー使用等により排出される温室効果ガスの排
出量（CO2換算）

◆調整後排出量
取得したクレジット等を反映した温室効果ガスの排出量（CO2換算）
（１）温対法により規定されている項目
（２）市域外貢献分を考慮して算定



事業活動地球温暖化対策計画書の記載方法より事業活動地球温暖化対策計画書の記載方法より

33--55--4 4 調整後排出量調整後排出量

温対法に基づく調整後排出量 ＝ ① ＋ ② ＋ ③ － ④

①エネルギー起源CO2

・他人から供給された電気の使用量×調整後排出係数

・燃料及び熱の使用に伴う実排出量

②非エネルギー起源CO2－廃棄物原燃料使用に伴うCO2

③メタン、一酸化二窒素、HFC、PFC及び六フッ化硫黄の実排出量

④京都メカニズムクレジット等

（１）温対法に基づく調整後排出量の算定
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事業活動地球温暖化対策計画書の記載方法より事業活動地球温暖化対策計画書の記載方法より

33--55--5 5 調整後排出量調整後排出量

クレジット名称 概 要

京都メカニズムクレ
ジット

償却前移転された京都メカニズムクレジット

国内認証排出削減量 無効化された国内認証排出削減量

・国内クレジット

・オフセットクレジット

・上記以外に、国内における他の者の温室効果ガスの排
出抑制等の取組により削減等がされた温室効果ガス量の
算定等に関し、十分な知見を有する者により構成される
会議体において認証されたもの

④「調整後排出量」算定のためのクレジット
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事業活動地球温暖化対策計画書の記載方法より事業活動地球温暖化対策計画書の記載方法より

33--55--6 6 調整後排出量調整後排出量

市域外の温室効果ガス排出量の削減に貢献する取組として、次の２項目に
ついて調整後排出量の算出の際に組み入れることができます。

⑤低CO2川崎ブランドなどによる環境技術貢献分（市域外貢献分）

⑥再生可能エネルギー設備の設置による貢献分（市域外貢献分）

※市域外貢献分を調整後排出量の算出に組み入れる際、事前に市との協議が必要

※パイロットブランドからブランドとなるまでに算定方法を検討し、ブランドとなった時点
で調整後排出量として反映する。

（２）市域外貢献分
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低低COCO22パイロットブランドにパイロットブランドに

選定されると・・・選定されると・・・
以下の優遇やメリットを受けることができます

HPや川崎市広報での広報
川崎市国際環境技術展での選定表彰式・ブース
展示

低CO2パイロットブランドロゴマークの使用

「環境対策資金融資」（平成21年4月1日施行）で
の優遇

「川崎市地球温暖化対策の推進に関する条例」
の計画書及び報告書への記載
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2.2. 低低COCO22川崎パイロットブランド川崎パイロットブランド’’0909のの
紹介紹介
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事業の流れ事業の流れ
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’’0909選定製品・技術（１）選定製品・技術（１）

• 9つの製品・技術を選定


